
重点的取組　（１）子育て・介護への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 1･2

１　事業の概要
Ⅰ 基本的な課題 1 施策の方向 ① 施策番号 1

決算額計(千円)

①80%以上
②待機児童の解
消を目指します

実績
①81.0％
②約1,400人（暫
定値）

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2

3

No. チェック

4

5

6 ○

No. チェック

7

8 ○

9

（2）改善点等

４　委員意見

指標名等
①子どもを生み育てやすいと感じる家庭の割合
（子育てアンケート）
②保育所等待機児童数

目標

　保育所等の施設整備では、民間保育所等（保育所、認定こども園）170施設、定員6,340人分の整備に対して助成した。

★視点２　受益の公平性

＜改善した点＞
　前年度、民間保育所等128施設、定員4,549人分の整備を行い、今年度は民間保育所等170 施設、定員6,340人分の整備を行っ
た。

＜課題・今後改善すべき点＞
　保育所等の定員数は毎年増加しているが、待機児童の解消に至っていない。引き続き市町村と連携して、待機児童解消を目指
し、保育の受け皿整備を進めていく必要がある。

　保育所等の整備を促進している市町村に対して、県独自の整備促進費を上乗せ補助したことにより、保育所等の定員数が年々
増加してきていることは評価できる。しかし、共働き世帯が増加する中、約1,400人の待機児童が解消されていないことは残念であ
る。
　保育所等の施設整備のためには、近隣住民の協力や理解、保育士の確保、事業者の資金確保等、同時に環境整備を行う必要
がある。今後は、予算の計画的、効率的な執行に努めるとともに、市町村の抱える課題と向き合い事業を強力に推進してほしい。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか 施設整備に関する事業のため、該当せず。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか 施設整備に関する事業のため、該当せず。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか 施設整備に関する事業のため、該当せず。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

施設整備に関する事業のため、該当せず。

企
画
・
立
案
過
程

★視点１　企画への参画
チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

保育所、認定こども園等の施設整備に関する
事業

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
保育所の施設整備に関する事業であり、市
町村整備計画に基づき整備するため、該当
せず。

性に起因する問題に配慮したか 施設整備に関する事業のため、該当せず。

チェック項目 説明

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

数値目標など

事　業　名 保育所施設整備の助成・認定こども園施設整備の助成

担　当　課 子育て支援課

基本目標

当初予算額計（千円） 3,517,000 1,828,827

事業の概要・目的

　施設整備の促進により、保育所等待機児童の早期解消を図るため、国の交付金や補助金を活用して、保育所、幼保
連携型認定こども園及び保育所型認定こども園、幼稚園型認定こども園（保育所部分）整備の施設整備を助成すると
ともに、県単独施策の「保育所整備促進事業」で上乗せ補助を行う。
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重点的取組　（１）子育て・介護への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 3

１　事業の概要
Ⅰ 基本的な課題 1 施策の方向 ① 施策番号 1

決算額計(千円)

①80%以上
②待機児童の解
消を目指します

実績
①81.0％
②約1,400人（暫
定値）

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2

3

No. チェック

4 ○

5

6 ○

No. チェック

7

8 ○

9

（2）改善点等

４　委員意見

＜改善した点＞
　前年度54市町村1,229か所から90か所増加した。

＜課題・今後改善すべき点＞
　希望したが入所できなかった児童が依然として存在していること、また、放課後児童支援員の資質の向上等、今後とも質・量とも
に拡充していく必要がある。

　保護者が安心して働ける環境を確保するために非常に重要な事業であり、当初予算額に対して決算額が上回っていることから
も、積極的な事業が実施されていると思われる。一方、共働き世帯の増加等により、放課後児童クラブの待機児童数は1,000人を
超えており、児童が安心して過ごすことのできる環境づくりが喫緊の課題である。
　今後とも、予算の増額により運営施設数を増やし、待機児童数の減少に努める一方、支援の中心となる放課後児童支援員の
処遇改善を含めた助成、資質の向上のための情報交換や研修、地域人材の活用等を検討するなど、本事業をより効果的に推進
してほしい。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか 事業の目的・趣旨から該当せず。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか 事業の目的・趣旨から該当せず。

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか
事業実施に当たり性別の把握は不要のため
該当せず。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか
国の補助事業であり実施主体は市町村であ
ることから、該当せず。

指標名等
①子どもを生み育てやすいと感じる家庭の割合
（子育てアンケート）
②保育所等待機児童数

目標

　市町村が実施又は助成する放課後児童クラブの運営費について補助を行った（54市町村1,319か所）

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 放課後児童クラブへの助成

担　当　課 子育て支援課

基本目標

当初予算額計（千円） 1,814,006 1,957,954

事業の概要・目的

　保護者が労働等により昼間家庭にいない小学校に就学している児童に対し、適切な遊び及び生活の場を与えて、そ
の健全な育成を図るため、市町村が実施または助成する放課後児童クラブの運営費について助成を行う。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
国の補助事業であり実施主体は市町村であ
ることから、該当せず。
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重点的取組　（１）子育て・介護への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 4

１　事業の概要
Ⅰ 基本的な課題 1 施策の方向 ① 施策番号 1

決算額計(千円)

①80%以上
②待機児童の解
消を目指します

実績
①81.0％
②約1,400人（暫
定値）

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2

3

No. チェック

4 ○

5

6 ○

No. チェック

7

8 ○

9

（2）改善点等

４　委員意見

＜改善した点＞
　前年度34市町108か所から2市61か所増加した。

＜課題・今後改善すべき点＞
　各市町村において、ニーズに応じて事業を行えるよう、引き続き予算を確保する。

　病児保育対応の専用スペースが、１年間で61か所増設されるなど、病児保育の環境が、着実に改善されてきていることは評価
したい。予算の執行状況から見ても、保護者のニーズは非常に高く、必要不可欠な事業であると考える。
　将来的には、病児保育対応の専用スペースを、各園ごとに設置することが理想であることから、今後は、予算の増額に取り組み
つつ、地域格差が生じないよう市町村の状況把握及び助言に努め、多様なニーズに対応してほしい。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか 事業の目的・趣旨から該当せず。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか 事業の目的・趣旨から該当せず。

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか
事業実施に当たり性別の把握は不要のため
該当せず。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか
国の補助事業であり実施主体は市町村であ
ることから、該当せず。

指標名等
①子どもを生み育てやすいと感じる家庭の割合
（子育てアンケート）
②保育所等待機児童数

目標

　市町村が実施する病児保育事業の運営費について、補助を行った（36市町169か所）。

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 病児保育事業への助成

担　当　課 子育て支援課

基本目標

当初予算額計（千円） 294,979 317,668

事業の概要・目的

　病児について、病院・保育所等に付設された専用スペース等において、看護師等が一時的に実施する保育等を市町
村が実施または助成する施設に対して運営費の助成を行う。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
国の補助事業であり実施主体は市町村であ
ることから、該当せず。
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重点的取組　（１）子育て・介護への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 5

１　事業の概要
Ⅰ 基本的な課題 1 施策の方向 ① 施策番号 2

決算額計(千円)

２回 実績 1回

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7

8

9

（2）改善点等

４　委員意見

＜改善した点＞
　体を動かす場面では，無理のない範囲で活動できるように配慮し，ゆとりのある広い会場で実施した。

＜課題・今後改善すべき点＞
　実施時期を夏季休業中にするなど，参加しやすい形態となるよう，引き続き配慮する。

　公立・私立幼稚園、認定こども園、保育所等、種々の形態の教諭等が情報交換することは大変意義深いが、参加対象の約
1,000園に対して、実際の参加は170園にとどまっている。
　今後は、研究協議会の実施方法として、希望参加である私立幼稚園等の参加率を上げるため、アンケート等で参加者の声を吸
い上げ、参加意欲を高めるテーマを選定するなど、研究協議会の目的を達成するために、更なる努力を期待したい。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか
協議会の趣旨が教員等の指導力向上を図る
ものであるため。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか
協議会の趣旨が教員等の指導力向上を図る
ものであるため。

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
協議会の趣旨が教員等の指導力向上を図る
ものであるため。

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程 チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 幼稚園教育課程研究協議会の実施回数

目標

　平成29年度については，幼稚園教育要領の改訂があったため，例年は幼稚園教育課程研究協議会を年２回開催していたが，
１回を協議会，もう１回を幼稚園教育要領についての研修会として実施した。公立・私立の幼稚園，認定こども園，保育所関係者
等が参加し，幼児教育に関わる職員の指導力向上を図った。

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 幼稚園・小学校の教員、保育士等による研究協議等の実施

担　当　課 （教）学習指導課

基本目標

当初予算額計（千円） 0 0

事業の概要・目的

　公私立幼稚園教諭、小学校の教員、保育士等を参加対象とする幼稚園教育課程研究協議会を年２回実施する。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
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重点的取組　（１）子育て・介護への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 6

１　事業の概要
Ⅰ 基本的な課題 1 施策の方向 ① 施策番号 3

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7

8 ○

9

（2）改善点等

４　委員意見

＜改善した点＞
・平成29年度事業より、補助対象になる教職員を拡大した。
・通常日分の預かり保育の補助単価（≒補助上限額）について、国の補助単価の変更に併せて、県の補助単価の増額を行った。

＜課題・今後改善すべき点＞
・預かり保育の需要は年々増加傾向にある。また、平成27年度より「子ども・子育て支援新制度」の施行に伴い、より関係団体と
の連携を取り、さらなる補助の拡充や質の向上に努める。
・平成30年度に国の単価変更に併せて、休業日・長期休業日分の預かり保育の補助単価の引き上げを行う予定である。

　園児数が減少している中、本事業の補助金額が着実に増えていることは評価したい。
　今後は、幼稚園側の要望を把握した上で、人件費の補助対象の拡充や補助単価の引き上げを行うなど、預かり保育がより一層
拡大するよう検討してほしい。また、共働き世帯が増える中、需要が年々増加傾向にあることからも、設置者である学校法人と共
に保護者への広報等の活動を行うなど、更なる事業の拡充をしてもらいたい。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程 チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

通常預かり保育に対する人件費の補助・・・270園へ計258,479千円
長期休業日預かり保育に対する補助・・・229園に計41,923千円
休業日預かり保育に対する補助・・・19園に計3,260千円
合計270園へ303,662千円を交付した。

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 幼稚園における預かり保育の推進

担　当　課 学事課

基本目標

当初予算額計（千円） 316,000 303,662

事業の概要・目的

　幼稚園の教育時間の前後や休業期間中（長期休業・土日祝日）に、園児を幼稚園内で過ごさせる「預かり保育」を実
施する学校法人立等幼稚園に対し人件費を補助することにより、保護者の育児負担軽減及び仕事と生活の調和の促
進を図る。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
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重点的取組　（１）子育て・介護への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 7

１　事業の概要
Ⅰ 基本的な課題 1 施策の方向 ① 施策番号 4

決算額計(千円)

378 実績 540

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等

４　委員意見

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 放課後等デイサービス事業の充実

担　当　課 障害福祉事業課

基本目標

当初予算額計（千円） 0 0

事業の概要・目的

　放課後や夏休み等の長期休暇中において、生活能力向上のための訓練等を継続的に提供するサービスで、児童福
祉法に基づく障害児通所支援事業の一つ。　対象者は学校教育法第1条に規定される学校に就学している障害児で、
授業の終了後又は休業日に支援が必要と認められた者。

児童福祉法に基づく障害児通所支援であり、性に
よる区別等はない制度である。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
国会、県議会等での審議、パブコメの実施などに
より制度ができている。

性に起因する問題に配慮したか
密室化した場所を極力作らないなどをガイドライン
で定めるなどしている。（性的虐待の防止）

指標名等
放課後等デイサービス事業所設置個所数（第五
次千葉県障害者計画）

目標

　放課後等デイサービス事業者の量的拡大を図るとともに、サービス内容に係る情報提供、サービス提供・運営体制等に関する
自己評価、保護者による評価の義務化、評価及び改善内容の公表の義務化に係る条例改正を行った。

★視点１　企画への参画

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

送迎、延長などの制度がある。また、ホームペー
ジによる事業内容の公表を進めている。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか
市町村で一人ひとり支給決定を行っており、市町
村において把握している。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか
性別に関係なく利用でき、保護者の多くは夫婦と
思われる。性差のみによる受益の差は考えにく
い。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明
事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

＜改善した点＞
　サービスの内容の情報提供、サービスの質の評価及び改善、その公表の義務化を行った。

＜課題・今後改善すべき点＞
　放課後等デイサービスにおける支援に当たっては、性別により区別することなく対応している。
　上記公表の義務化を受け、公表の有無や公表内容ついて把握していく必要がある。

　放課後等デイサービス事業所の設置個所が目標を大幅に上回り量的拡大ができたことや、サービス内容の情報提供や評価の
義務化に係る条例の改正を行ったことについては大いに評価したい。
　訓練等、質の確保は重要であり、自己評価、利用者評価の実施は必須と考える。また、短期間に設置個所が増えたことで、今
後の運営の在り方や事業所ごとの質の格差、サービスの格差がでないようにするために、情報収集及び助言に努めてほしい。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか
共働きしやすい環境づくりに貢献していると思わ
れる。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか
非常勤職員、パート職員も少なくなく、男女とも時
間的制約が少ない部分がある。

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
非常勤職員、パート職員も少なくなく、男女とも時
間的制約が少ない部分がある。
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重点的取組　（１）子育て・介護への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 8

１　事業の概要
Ⅰ 基本的な課題 1 施策の方向 ① 施策番号 4

決算額計(千円)

実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等

４　委員意見

＜改善した点＞
　特に無し。

＜課題・今後改善すべき点＞
　重度の障害者（児）を受け入れることができる短期入所事業所の整備促進。

　保護者や介護者等に事情が生じた緊急時に、安心して短期入所を利用できる心強い事業である。対応できる施設や専門的知
識をもつ人材の確保等、困難な問題はあるが、更なる充実を期待したい。
　また、利用しやすい手続きの簡素化や日頃の広報等を通して、本事業を各事業所が意識し、受け入れ態勢を常態化できるよう
に、関係機関との連携を密にするほか、各事業所の質の均一化に着目し、地域格差や事業所格差が生じないよう、情報収集及
び助言に努めてほしい。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか 事業実施主体である市町村にて把握している。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程

チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等

目標

　強度行動障害者（児）や重症心身障害者（児）を受け入れた短期入所事業所に対し報酬の加算を行った。

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 障害児短期入所の充実

担　当　課 障害福祉事業課

基本目標

当初予算額計（千円） 6,000 4,670

事業の概要・目的

　短期入所とは、居宅においてその介護を行う者の疾病その他の理由により、障害者支援施設等への短期間の入所
を必要とする障害者等につき、当該施設に短期間の入所をさせ、入浴、排せつ又は食事の介護等を提供するサービス
であるが、その中でも障害児の入所を充実させようとするもの。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか

平成20年11月13日に「千葉県短期入所特別
支援事業補助金交付要綱」を制定している
が、当時の企画・立案過程は不明である。
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重点的取組　（１）子育て・介護への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 9

１　事業の概要
Ⅰ 基本的な課題 1 施策の方向 ① 施策番号 5

決算額計(千円)

実績

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ○

No. チェック

4 ○

5 ○

6 ○

No. チェック

7 ○

8 ○

9 ○

（2）改善点等

４　委員意見

＜改善した点＞
　利用者のアンケート結果等を踏まえた改修を行い、使い勝手の向上を図った。

＜課題・今後改善すべき点＞
　市町村間によって情報配信量に差が生じており、県や市町村からの支援情報の充実や使い勝手の向上を図るため、平成30年6
月に改修を行った。今後も、更に多くの方に有効に活用していただけるよう、本アプリの周知を図るとともに、より使いやすいアプ
リとするための改良に取り組む必要がある。

　アプリ利用者のアンケート結果やアクセス状況等から、市町村の支援情報充実やアプリの操作性向上を図ったことは評価でき
るが、事業開始から３年目にもかかわらず、アプリダウンロード者数が約13,000人に留まっているなど、本事業が広く県民に周知
されているとは言い難い。
　これまで本事業の広報・啓発の手段は、県民だより、地域新聞、県ホームページなどであったが、従来の広報媒体に捉われず、
企業や団体へも広報の協力を要請するなど、より一層の事業周知に努めてもらいたい。また、例えば、「チーバくん」のツイッター
を活用するなど、若い人が興味を持つ広報媒体を通して、登録者数の増加を目指してほしい。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

性別を問わず利用できるアプリであり、婚活
から育児までのステージにある方に対し、コラ
ム等で啓発を行っている。

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程 チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか アプリは、性別を登録せずに利用することも可能。

指標名等

目標

・県内全市町村の婚活、妊活、プレママ・パパ、育児の４つのライフステージにある県民に対し、県や市町村からの支援情報の提
供や、健康・育児に関する相談受付などを行うスマートフォン用アプリ「ちば My Style Diary」を配信した。
・アプリの使い勝手の向上を図るため、改修を行った。
・啓発物資の配布や県民だより等への掲載により、アプリの周知を図った。
・ダウンロード者数13,325人（平成30年3月31日時点）　※アンインストール者数を含まない

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 「ちばMy Style Diary」事業

担　当　課 子育て支援課

基本目標

当初予算額計（千円） 19,000 18,572

事業の概要・目的

　結婚から妊娠・出産、子育てまでの切れ目のない支援として、県や市町村からの支援情報の提供や、健康・育児に関
する相談受付などを行うスマートフォン用アプリを配信する。

性別を問わず利用できるアプリとなっている。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか 業務委託先はプロポーザル方式で決定した。
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重点的取組　（１）子育て・介護への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 10

１　事業の概要
Ⅰ 基本的な課題 1 施策の方向 ① 施策番号 6

決算額計(千円)

― 実績 ―

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2

3

No. チェック

4 ○

5

6 ○

No. チェック

7

8

9

（2）改善点等

４　委員意見

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 子どもの医療費助成の実施

担　当　課 児童家庭課

基本目標

当初予算額計（千円） 6,700,000 5,864,763

事業の概要・目的

　子どもの保健施策の充実及び保護者の経済的負担の軽減を図るため、子どもの疾病に係る医療費について、
市町村が行う医療費助成に要する経費を助成する。
・助成対象
　入院　中学校３年生まで・　通院　小学校３年生まで
・自己負担　入院１日、通院１回につき300円・所得制限　児童手当に準拠・支給方法　現物給付

子育て家庭への医療費助成事業であり、性
別役割分担を前提としたものではない。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか 昭和48年からの事業であるため該当しない。

性に起因する問題に配慮したか 事業の趣旨から該当しない。

指標名等 ―

目標

給付実績
　延べ件数　7,328,332件　　延べ日数　10,428,136日

★視点１　企画への参画

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

現物給付方式による助成事業であり、受療医
療機関、薬局等で直接利用ができる。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか 事業の趣旨から該当しない。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか
子育て家庭への医療費助成事業であり、男
女のいずれ一方に偏るものではない。

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程 チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

＜改善した点＞
　特になし

＜課題・今後改善すべき点＞
　子ども医療費助成事業は、子どもの保健対策の充実及び保護者の経済的負担の軽減等、子育て支援の観点から地方単独事
業として実施されている制度であるが、対象年齢や自己負担額等制度内容が地域によって異なっているのが現状である。
　未来を担う子供を安心して生み育てられる環境づくりを推進するためには、全国どこでも同じ制度の下で医療を受けられるよう
にすることが重要であり、県としては、全国統一の制度の創設について、あらゆる機会を通じて国に要望しているところである。

　市町村によって助成対象の年齢が異なるなど、地域によって受けられる制度の内容が異なっていることは大きな課題である。保
護者が安心して制度を利用できる環境を整えてほしい。
　また、子どもの医療費助成は、本来、国の事業として、健康保険に即して一律・平等に支援すべきものである。全国統一の制度
創設について国へ要望するなど、県としても率先して取り組んでほしい。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか 事業の趣旨から該当しない。

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか 事業の趣旨から該当しない。

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか 事業の趣旨から該当しない。
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重点的取組　（１）子育て・介護への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 11

１　事業の概要
Ⅰ 基本的な課題 1 施策の方向 ① 施策番号 7

決算額計(千円)

増加を目指しま
す

実績
２０市（平成２９
年度末）

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7

8

9 ◯

（2）改善点等

４　委員意見

＜改善した点＞
　特になし。

＜課題・今後改善すべき点＞
　特になし。

　定期巡回、随時対応型訪問介護看護サービスは、これからの医療提供体制の変更、地域包括ケアシステムの構築推進におい
て重要な事業である。しかし、運営費補助が終了となると、新規事業所の増加は困難になると思われる。
　今後は、開設時だけではなく、施設の運営が安定して行われるよう、新たな支援枠があるかを検討してほしい。また、パンフレッ
トの有効活用を含めて市町村への働きかけ、県民への広報等に努めてほしい。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程 チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等
定期巡回・随時対応型訪問介護看護実施市町村
数

目標

・サービス事業所の所在する市町村に対し、一定の条件のもと、運営費の補助を実施した。（１市）
・普及啓発のためリーフレットを作成し、市町村等に対し配付した。

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 定期巡回、随時対応型訪問介護看護サービスの普及　

担　当　課 高齢者福祉課

基本目標

当初予算額計（千円） 14,885 2,997

事業の概要・目的

　介護を必要とする高齢者の在宅生活を支えるため、日中と夜間を通じて介護と看護の両方のサービスを受けること
ができる「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」などの地域密着型サービスの普及を図る。
○定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービス事業所に対して、一定の条件のもと、運営費を助成する。
○市町村・地域包括支援センター職員、介護サービス事業者、介護支援専門員等を対象とし、普及啓発のためのシン
ポジウムを開催する。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
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重点的取組　（１）子育て・介護への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 12

１　事業の概要
Ⅰ 基本的な課題 1 施策の方向 ① 施策番号 7

決算額計(千円)

- 実績 -

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1

2

3

No. チェック

4

5

6

No. チェック

7

8 ○

9

（2）改善点等

４　委員意見

＜改善した点＞
　特になし。

＜課題・今後改善すべき点＞
　特になし。

　超高齢社会に伴い、要介護高齢者の増加が予測される中、特別養護老人ホーム等については、空床が少なく待機者も多いな
ど、施設整備を早急に進める必要があるが、人材の確保が最大の課題である。
　今後は、他の関係課及び市町村とも情報交換・連携し、総合的に検討を加えることによって、特別養護老人ホーム等の施設整
備に当たってほしい。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか 特別養護老人ホーム等の施設整備を促進した。

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程 チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 -

目標

　施設整備に必要な経費の助成を行い、広域型特別養護老人ホーム1,210床、地域密着型特別養護老人ホーム87床、合計1,297
床を整備した。また、施設開設前の準備経費に対しても助成を行った。

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 特別養護老人ホーム等の施設整備

担　当　課 高齢者福祉課

基本目標

当初予算額計（千円） 6,145,200 5,182,200

事業の概要・目的

　在宅での生活が困難な中重度の要介護高齢者の受け皿として特別養護老人ホーム等の施設整備を進める。
○広域型特別養護老人ホーム（定員30名以上）の施設整備に必要な経費の助成を行う。
○介護者の急病等により、一時的に居宅での介護が困難となった際などに、短期間の入所を行うため、広域型特別養
護老人ホーム（定員30名以上）に併設して老人短期入所居室を整備する場合に補助を行う。
○地域密着型介護サービス施設等の整備に要する費用について市町村への助成を行う。
○広域型特別養護老人ホーム（定員30名以上）等の開設前の準備経費に対して助成を行い、また、広域型特別養護
老人ホーム等の整備用地確保のために定期借地権を設定し、一時金を支払った場合に助成を行う。
○小規模な特別養護老人ホーム（定員29名以下）等の開設前の準備経費に対して助成を行い、また、小規模な特別
養護老人ホーム等の施設整備用地確保のために定期借地権を設定し、一時金を支払った場合に助成を行う。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
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重点的取組　（１）子育て・介護への支援

《第４次千葉県男女共同参画計画》平成29年度事業　評価シート 施策コード 13

１　事業の概要
Ⅰ 基本的な課題 1 施策の方向 ① 施策番号 7

決算額計(千円)

増加を目指しま
す

実績 170

２　事業の実施結果

３　評価
（1）男女共同参画の視点からのチェック（該当する項目のみ記載）

No. チェック

1 ○

2 ○

3 ×

No. チェック

4

5

6 ○

No. チェック

7 ×

8 ○

9 ○

（2）改善点等

４　委員意見

＜改善した点＞
　介護人材確保対策事業の事業者等に対する補助上限額を25万円から100万円に増額した。

＜課題・今後改善すべき点＞
　シニア人材の就業を促進するため、50歳以上の者を対象として、職場体験から初任者研修、マッチングまでの一貫した支援を
行う。また、外国人の就業促進を図るため、受け入れ準備に向けた説明会や語学研修を実施する。

　介護人材確保対策事業を、平成28年度の132事業から170事業へと数を増やしたことや、補助上限額を大幅に引き上げたことは
評価したい。
　平均在院日数の短縮等により、医療依存度の高い高齢者が増えており、介護老人保健施設の増床や、介護人材の確保は急務
である。転退職した介護職等の意見を、職場環境の整備、研修、募集に反映するなどして、人材の確保・定着につなげてほしい。
また、事業者の要望を把握し、更に支援事業の対象となる項目があるかを検討し、本事業がより一層拡大するようにしてほしい。

固定的な性別役割分担意識の解消に向けた啓発となったか

ワーク・ライフ・バランスの啓発、促進に貢献したか
補助金の対象事業となった研修に該当の内
容を含むものがあった。

事業分野における女性、男性の参画の促進に貢献したか
男女問わず介護人材の確保・定着を推進し
た。

女性、男性双方にとって利用しやすい形態（情報提供、時間帯、そ
の他の配慮（育児・介護の便宜）等）となっているか

補助金の交付対象は個人ではない。

実
施
結
果
・
効
果

事業を利用・参加した人々の性別データが存在するか
補助金の交付対象は個人ではないので性別
データは存在しない。

男女のいずれか一方に偏った受益となっていないか

★視点３　男女共同参画社会形成への貢献
チェック項目 説明

企
画
・
立
案
過
程 チェック項目 説明

チェック項目 説明

事業内容や事業の設計が、固定的な性別役割分担を前提としたも
のになっていないか

性に起因する問題に配慮したか

指標名等 介護人材確保対策事業費補助対象事業数

目標

　県内の各地域におけるあらゆる世代の介護人材の更なる確保を図ることを目的に、小学生から一般の方を対象とし、介護の仕
事の大切さと魅力を伝える「介護人材就業促進事業」や、介護人材のキャリアアップを促進するため、「介護人材キャリアアップ研
修事業」など170の事業を実施した。

★視点１　企画への参画

★視点２　受益の公平性

数値目標など

事　業　名 福祉・介護人材の確保と定着促進　　　

担　当　課 健康福祉指導課

基本目標

当初予算額計（千円） 188,000 87,056

事業の概要・目的

　2025年に約28千人の介護職員が不足すると言われている中、参入促進事業、潜在有資格者再就業促進事業、マッ
チング機能強化事業、キャリアアップ研修支援事業等により、福祉・介護人材の確保・定着を推進する。

企画、立案過程で女性、男性双方が参画したか
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